












































































































































































































校』にあった。その後、1937（昭和 12）年 5月 18日に設立された教科研の各部研究会委








































































































































































































110 和光大学表現学部紀要　18 号・2018 年 3 月
78
（18） 黒滝成至『国語の発展と国民教育』、扶桑閣、昭和12年 1月、pp.122
（19） 以下の拙稿による。
黒川孝広「「言語生活」「国語生活」の概念の生成」『早稲田大学大学院教育学研究科紀要』別冊第8
号‐1、2000年 9月、早稲田大学
黒川孝広「遠藤熊吉におけるキーワードとしての「言語生活」」『早稲田大学大学院教育学研究科紀
要』別冊第8号‐2、2001年 3月、早稲田大学
黒川孝広「小笠原文次郎におけるキーワードとしての「言語生活」」早稲田大学国語教育学会『早稲
田大学国語教育研究』第21集、2001年 3月、早稲田大学国語教育学会
黒川孝広「国民学校国民科国語の成立過程に見られる言語活動意識」『国語科教育』第49集、2001
年 8月、全国大学国語教育学会
黒川孝広「丸山林平におけるキーワードとしての「言語生活」」『早稲田大学大学院教育学研究科紀
要』別冊9号‐1、2001年 9月、早稲田大学
111昭和戦前期の生活主義教育における言語活動意識
